
・ オルソ画像生成：

国土地理院や日本森林技術協会が販売窓口となっている日本全国の空中写真をはじめ、現在普及している空

中写真の倒れこみ補正が可能です。ただし、あらかじめ撮影時の基本情報を入手しておく必要があります（最低

限、撮影カメラの焦点距離情報は調べておいてください。

A：スキャニングした空中写真画像のオルソ変換

・ 事前準備として、処理対象のデータをきちんと「空中写真である」と定義しておく必要があります。

この定義をしていないと、オルソ処理ができない場合があります。

ファイル名をダブルクリックして、

内層するバンドを表示。

各バンドを選択して定義してい

きます。内層されたすべてのバ

ンドに対しこれを実行します。

Optical Image

Airborne Optical Camera と定義



・ オルソ補正処理。

適当な名前入力

①フィルム写真四隅の１点をクリック。

②フィルム座標を入力。③確定

これを4隅分繰り返す。 1

3

②

次ページへ



・ 前ページからの続き。

焦点距離を入力

適当な名前入力

DEMの投影法を選択入力

①フィルム写真の１点をクリック。

②DEMの同じ箇所を探してクリック。

③確定。これを必要数繰り返す。

1

3

②

このとき、DEMと同じエリアで同じ投影法を持った画像データがあれば、

中央画面の「>>REFFERボタン」から呼び出してこれをリファレンスとして、

DEMの代わりに対応点(GCP)を選ぶことができます。これで選んだGCPは自

動的にDEMに付与されていき、スムーズに処理が進められます。

次ページへ



・ 前ページからの続き。

自動でパラメータ

が入力されます。

処理、結果を保存して終了。


